平成19年3月24日
第2回自治基本条例策定市民会議フォーラム資料


市民会議のこれまでの活動と今後　
（１）　なぜ今自治基本条例か

　　　ア　平成12年の分権一括法の施行により、これまで国が主導してきた行政サービスのかなりの部分が、地方自治体の裁量にゆだねられることになった。

　　　　　そこで、首長（行政）、議会、市民、の役割・責務を明確にすると共に、その関係をしっかりと構築して、自治を行う仕組みをはっきりさせるために、自治基本条例の策定が必要とされてきた。

　　　イ　全国的に自治基本条例の策定が進んでいるなかで、鎌倉市では、市の第2期基本計画を考えるために「明日のかまくらを創る市民100人会議」が結成されたが、その報告書の中で、鎌倉市として自治基本条例を市民参加で策定するよう提案され、平成17年に発表された鎌倉市の第3次鎌倉市総合計画第2期基本計画にも、自治基本条例の策定が挙げられた。
（２）　市民会議が発足する経過

　　　ア　上記「市民100人会議」の報告後、平成17年10月8日に「市民自治を考える市民フォーラム」を開催した。

　　　イ　このフォーラム開催をきっかけとして、市の募集に応じて、自治基本条例を策定するための「市民会議」に参加登録していただける市民を、市広報（第3次鎌倉市総合計画臨時号）を通じて募集したところ、107名の応募があった。
ウ　その後、平成18年9月15日締め切りで、会員の第2次募集をしたところ、20名の応募があった。現在こうした陣容で活動している。
（３）　市民会議正式発足までの経過

　　　ア　平成18年1月17日、参加登録に応じた市民の最初の会が開かれ、今後の策定作業を行っていくための準備を行う準備世話人会（13名）を作った。

イ　準備世話人会は、ほぼ週１回の頻度で開催され、そこでまとまったものを全体会にかけて承認を得るという方法で、本格的議論をするための準備をしてきた。
　　　ウ　会員全体の会議は月１回のペースで行った。会員が自治基本条例とは何かということを共通の認識にするための学習の一貫として、平成18年2月21日に、市の総合計画のコンサルタントを勤めた三菱総研の奥村隆一氏の講演を行った。

　　　エ　こうして準備を進めるなかで市民会議会則案を準備し、平成18年5月16日の全体会で会則案が承認され、正式に「鎌倉市自治基本条例策定市民会議」が発足した。また、これと同時に、準備世話人会は解散した。
（４）　市民会議の活動
　ア　市民会議全体の運営を円滑に進めるために、〔自薦･他薦＋全体会での承認〕により、25名の委員による運営委員会を発足させた。

　　　イ　運営委員会の中に、主な作業分野別にグループを結成して、市民会議の運営に関する素案を作り、それを運営委員会として市民会議に提示・提案をすることによって、市民会議の作業を進めていくための諸調整を行った。
　　　ウ　策定作業の進め方については第１期を課題抽出のための討議を行うことと位置づけ、全会員を６つの班に分けて組織し、平成18年７月以降、月１回ないし２回開かれる全体会の中のプログラムとして、班別の討議や学習を行ってきた。
　　　エ　第１期の策定作業は、平成19年３月までに、計10回の班別討議と７回のミニ学習会などを行い、予定していたスケジュールを終了し、現在は、第２期以降の作業に向けて、第１期の策定作業結果のとりまとめを行っている。

　　　オ　一方、広報活動にも注力し、平成18年9月には市民会議のホームページを開設するとともに、鎌倉市のホームぺージにこれをリンクさせた。
　　　　　さらに平成18年12月と本年3月に、市民会議のニューズレターを発行した。

　　　カ　「自治基本条例とは何なのか」について、市民や市行政と共通理解を持つために、平成18年8月31日に学識者による公開講演会を開催した。講師は中央大学の礒崎初仁教授にお願いした。この講演会への参加者は約110名であった。
　　　キ　平成18年10月21日には、ＰＩ（パブリックインボルブメント）活動の一環として、第１回の市民会議フォーラムを開催した。第１部は礒崎教授による講演会、第２部は各方面からの市民の方によるパネルディスカッションを行った。このフォーラム参加者は、約130名であった。　　　
（５）　市民会議の今後の活動

　　　ア　第2期の策定作業では、基本条例の“形”を意識し始める時期でもあり、第1期の作業で抽出された課題をいくつかの論点に整理し、議論や学習を深めながら、素案の大綱を固めていくことになる。
ついで第３期の策定作業では、それまでの検討結果を具体的な条例素案にするために、法的、技術的なチェック作業を経て、市長に提出することとなる。
　　　イ　策定作業と有機的に連携させながら、出来るだけ多くの市民と、自治基本条例について意見を交わすＰＩ活動を展開していく。市民会議フォーラムのような、市民のみなさまに来ていただくＰＩ活動と、市民会議のメンバーが市民のみなさまのほうに出かけていくＰＩ活動を組み合わせながら企画していく。
　　　ウ　市行政や市議会とも意見交換を行うことを予定している。
【参考：　行政や議会の取り組み】

　　　ア　市では職員による自治基本条例策定のためのプロジェクトを立ち上げた。今後どういう議論になっていくのか把握はしていないが、ゆくゆくは市民会議との意見交換の場が出てくると考えられる。

　　　イ　市議会では自治基本条例策定市民会議が活動を始めたこともあり、平成18年６月の定例会で議会内に「自治基本問題調査特別委員会」を設置した。今後市民会議との意見交換がなされることが期待される。
鎌倉市自治基本条例策定市民会議の経過
	平成17年
	5月17日
	元・明日のかまくらを創る市民100人会議委員（市民参画ワーキング）との意見交換会があり、市民フォーラム開催の要望が出された。

	
	5月23日
	市民フォーラム開催準備会立上げの呼びかけを行った。

	
	
	

	
	
	第01回開催準備会（06月02日）
～第10回開催準備会（10月4日）

	
	
	

	
	10月08日
	市民自治を考える　市民フォーラム開催　参加者募集開始

	
	12月15日
	広報かまくら第3次鎌倉市総合計画臨時号で参加登録募集

	
	
	

	平成18年
	01月17日
	（仮称）自治基本条例市民検討チーム初会合開催
（仮称）自治基本条例市民検討チームの活動の目的、位置づけなどについて、事務局から説明を行い、質疑応答の後、世話人の選出を行った。世話人（準備会）が市民チームの運営体制案などを検討することになった。

	
	0 
	（仮称）自治基本条例市民検討チーム
第1回準備会（1月25日）～第4回準備会（2月17日）

	
	02月21日
	（仮称）自治基本条例市民検討チーム第２回全体会開催
「自治基本条例とは何か」について奥村隆一氏の講演を行い、条例制定の背景と意義、内容、作成・制定の進め方について、認識を共有した。その後、世話人（準備会）から市民会議の約束や意向調査（自己紹介シート）の提案があった。

	
	
	（仮称）自治基本条例市民検討チーム
第5回準備会（2月27日）～第7回準備会（3月09日）

	
	03月15日
	（仮称）自治基本条例市民検討チーム第３回全体会開催
「鎌倉市の市民自治」について事務局から説明を行った。

意向調査（自己紹介シート）の集計結果の報告を行い、参加動機、市民会議全般の運営に対する意見、作業の進め方・会議のあり方についての意見、自治基本条例の内容についての意見を確認し、「鎌倉市自治基本条例素案策定の活動計画のイメージ」を共有した。

	
	
	（仮称）自治基本条例市民検討チーム
第8回準備会（3月23日）～第11回準備会（4月17日）

	
	
	

	
	04月20日
	（仮称）自治基本条例市民検討チーム第４回全体会開催
市民検討チームの準備会で検討してきた、会則（案）の提案及び運営委員会の設置についての意見交換を行った後、5グループに分かれて、自己紹介シートを活用して応募の動機など自己紹介から初めて、市民検討チームのメンバーをそれぞれが知るための意見交換会を行った。

	
	0 
	（仮称）自治基本条例市民検討チーム
第12回準備会（4月26日）～第13回準備会（5月09日）

	
	05月16日
	（仮称）自治基本条例市民検討チーム第５回全体会開催
会則（案）の修正提案が承認された後、5グループに分かれて前回同様にグループ討議を行い、最後に運営委員の選出を行った。このことによって、市から呼びかけを行った市民検討チームは、同日付で、市民主体の鎌倉市自治基本条例策定市民会議として発足し、準備会は解散し運営委員会が新たに発足した。


	
	05月30日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第01回運営委員会

	
	06月06日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第02回運営委員会

	
	06月13日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議　第６回全体会開催
運営委員会から、市民会議活動体制の大枠と運営委員会の役割分担について報告を行い、市民会議の検討体制が固まった。その後、8グループに分かれて、グループ討議による課題抽出を行い、今後の条例を検討するための分科会を作る資料とした。

	
	06月16日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第03回運営委員会

	
	07月04日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第04回運営委員会

	
	07月10日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議 臨時運営委員会

	
	07月13日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議　第７回全体会開催
前回全体会のグループ討議の取りまとめ報告を行い、運営委員会運営企画グループと広報グループの当面の運営方針と活動計画を提案し、それにそって、6班に分かれて「自治基本条例とは何か、その必要性、意義、効果、構成など。」について、第１回策定作業部会の討議を行った。

	
	07月24日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第05回運営委員会

	
	07月25日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議臨時運営委員会

	
	
	

	
	
	

	
	07月28日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議　第８回全体会開催
運営委員会要綱を制定したことの報告と「条例等の法体系について」総務課から説明を行った。

その後、第2回策定作業部会として6班に分かれて、再度「自治基本条例とは何か、その必要性、意義、効果、構成など。」について討議を行った。

	
	08月07日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第06回運営委員会

	
	08月08日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第06回その2運営委員会

	
	08月21日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第07回運営委員会

	
	08月23日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第07回その2運営委員会

	
	08月31日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議学習会・第９回全体会開催
市民会議に対して、市長から初めてのあいさつを行い、

「自治基本条例とは何か」について礒崎初仁中央大学法学部教授から講演を行った。

その後、全体会を行い、運営委員会委員長・副委員長が決定したことなどの報告を行った。

また、新たな会員の募集を開始した。

	
	09月06日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第08回運営委員会

	
	09月18日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第09回運営委員会

	
	09月21日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議　第10回全体会開催
全体会：新会員を含め、市民会議代表選出について再提案を行った。

第3回策定作業部会：何故自治基本条例が必要か「緑騒動の教訓」の報告を全体で行った後、6班ごとの討議を行った。

	
	09月29日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第10回運営委員会

	
	10月04日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議　第11回全体会開催
全体会：市民会議代表の選出を行い決定した。

第4回策定作業部会：テーマ１「市民と市の運営のルール」の報告を全体で行った後、6班ごとの討議を行い、各班長・副班長の選出を行った。

	
	010月12日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第１回班長会

	
	010月13日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第11回運営委員会

	
	010月21日
	第一回自治基本条例策定市民会議フォーラム開催

～自治基本条例って、なにをめざすのか？～

まず、市民と行政の関係を考えてみませんか

	
	
	

	
	010月23日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第２回班長会

	
	010月26日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第12回運営委員会

	
	010月31日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議　第12回全体会開催
全体会：市民会議副代表の選出を行い決定した。

第5回策定作業部会：テーマ２－１「市民と行政（市長）と議会（議員）の関係、役割、責務」について、ミニ学習会を全体で行い、時間切れで６班ごとの討議は省略した。

	
	011月06日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第３回班長会

	
	011月10日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第13回運営委員会

	
	011月15日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議　第13回全体会開催
全体会：広報とＰＩとパブコメ条例について確認した。

第６回策定作業部会：テーマ２－１「市民と行政（市長）と議会（議員）の関係、役割、責務」について、前回のミニ学習会を踏まえて、６班ごとの討議を行った。

	
	011月21日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第４回班長会

	
	011月27日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第14回運営委員会

	
	011月30日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議　第14回全体会開催
全体会：意見書、傍聴の取扱いなど事務手続きを確認した。

第７回策定作業部会：テーマ２－２「市民と行政（市長）と議会（議員）の関係、役割、責務」について、ミニ学習会を全体で行った後、６班ごとの討議を行った。

	
	012月04日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第５回班長会

	
	012月06日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第15回運営委員会

	
	012月11日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議　第15回全体会開催
全体会：傍聴規則、ニュースレター第一号発行、学習計画を確認した。

第８回策定作業部会：テーマ３「市政への参加、参画、協働」について、ミニ学習会を全体で行った後、６班ごとの討議を行った。

	
	012月18日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第６回班長会

	平成19年
	01月11日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第16回運営委員会

	
	01月15日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第７回班長会

	
	01月24日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第17回運営委員会

	
	
	

	
	
	

	
	01月29日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議　第16回全体会開催
全体会：意見の取り扱い規則、第二回フォーラム企画、広報かまくらについて確認した。

第９回策定作業部会： テーマ４「自治基本条例の原則、位置付け」について、ミニ学習会を全体で行った後、６班ごとの討議を行った。

	
	02月05日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第８回班長会

	
	02月06日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第18回運営委員会

	
	2月07日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議　第17回全体会開催
全体会：フォーラム、広報かまくらについて確認した。

第10回策定作業部会：テーマ５「鎌倉市が目指すもの、理念、目標」について、ミニ学習会を全体で行った後、６班ごとの討議を行った。

	
	02月14日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第19回運営委員会

	
	02月15日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第９回班長会

	
	2月20日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議　第18回全体会開催
全体会：フォーラム、広報かまくらについて確認した。

第1１回策定作業部会：「10年後の鎌倉」について、ミニ学習会を全体で行った後、６班ごとにこれまでの意見の仕分け、分類作業を行った。

	
	03月02日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第10回班長会

	
	03月05日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第20回運営委員会

	
	3月06日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議　第19回全体会開催
全体会：「10年後の鎌倉のまちづくり」についてミニ学習会を全体で行った後、全体計画検討、広報かまくら、フォーラム、ニューズレター第2号発行について確認した。

第1２回策定作業部会：班長会のまとめ作業の報告を行い、６班ごとにフリーディスカッションを行った。

	
	03月12日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第11回班長会

	
	03月14日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第21回運営委員会

	
	03月22日
	鎌倉市自治基本条例策定市民会議第22回運営委員会

	
	
	

	
	03月24日
	第２回自治基本条例策定市民会議フォーラム開催
鎌倉市民として“幸せに生きるために”

～自治基本条例とはなにか～　

講演：佐々木信夫　中央大学経済学部教授
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